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のが代表的といえる．しかし，頻度の絶対数はその領

域の論文がその年に何編発表されたかに影響される．

たとえば ASIA impairment scaleは脊髄損傷の論文が

多いと，高頻度に使用される評価法となるが，2006

年にはやや頻度が低い結果となっていた．従って，各

疾患群別に高頻度に使用されている評価法が，その領

域で一般に広く使用されているものと考えることがで

きる．

2004年より 2年間，評価法を抽出した論文のエビデ

ンスレベルの評価を行った．研究のデザインがより客

観的で，計画的に行われたものが高いレベルのエビデ

ンスを示す論文であると評価される．しかしエビデン

表 1　����年の評価法使用頻度（全体）
�編以上の論文に使用された評価法を示す．

論文数評価法
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表 2　脳卒中・その他の脳疾患（����年）
�編以上の論文に使用された評価法を示す．

論文数評価法
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表 3　脊髄損傷・その他の脊髄疾患（����年）
論文数評価法
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